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蹄
疫
防
疫
対
策
本
部
」
を
設
置
。
口
蹄
疫

へ
の
対
応
等
の
協
議
、
畜
産
農
家
へ
の
消

毒
液
の
配
布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

4
月
28
日
、
市
内
で
の
口
蹄
疫
発
生
が

確
認
さ
れ
、
速
や
か
に
確
認
農
場
で
の
殺

処
分
、
畜
舎
消
毒
、
埋
設
な
ど
の
防
疫
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
感
染
ま
ん
延
防
止
の

た
め
、
市
内
公
共
施
設
や
橋
の
上
等
へ
の

消
石
灰
散
布
、
道
路
の
閉
鎖
、
消
毒
ポ
イ

ン
ト
の
設
置
等
防
疫
対
策
を
行
い
ま
し

た
。

　

万
全
と
思
え
た
防
疫
対
策
も
5
月
4
日

（
火
）
の
一
本
の
連
絡
で
崩
れ
落
ち
ま
し

た
。
疑ぎ

じ似
患
畜
の
連
絡
で
す
。
翌
5
日
、

市
内
で
2
例
目
口
蹄
疫
が
確
認
さ
れ
ま
し

り
込
み
」、「
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
た

か
」
な
ど
の
詳
細
は
、
終
息
し
た
今
も
解

明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

口
蹄
疫
が
も
た
ら
し
た
被
害
は
、
畜
産

業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
や
産
業
な

ど
に
及
び
市
や
県
全
体
が
受
け
た
被
害
は

計
り
し
れ
ま
せ
ん
。　

　　

４
月
20
日
、
児
湯
郡
都
農
町
で
、
口
蹄

　

県
全
体
を
襲
っ
た
家
畜
伝
染
病
「
口
蹄

疫
」。
そ
の
被
害
は
甚
大
で
、
約
29
万
頭

に
も
及
ぶ
家
畜
が
処
分
さ
れ
ま
し
た
。　

え
び
の
市
で
も
、
４
月
28
日
の
第
1
例
目

の
疑
似
患
畜
が
確
認
後
、
市
内
で
4
件
の

口
蹄
疫
が
発
生
。
家
畜
６
７
２
頭
が
処
分

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
口
蹄
疫
の
ウ
イ
ル
ス
が
ど
こ
か
ら
入

口
蹄
疫
と
の

１
３
０
日
間
の
戦
い

宮
崎
県
全
体
を
襲
っ
た
家
畜
伝
染
病
「
口
蹄
疫
」。
県
内
に
多
く
の
つ
め
跡
を
残
し
ま
し
た
。

え
び
の
市
も
４
月
28
日
に
第
1
例
目
の
疑
似
患
畜
確
認
。
合
わ
せ
て
4
件
の
口
蹄
疫
が
発
生
し
ま
し
た
。

今
回
発
生
し
た
口
蹄
疫
を
振
り
返
り
、
今
後
口
蹄
疫
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
。

【
宮
崎
県
を
襲
っ
た
口
蹄
疫
】

【
ま
さ
か
の
え
び
の
市
で
の
発
生
】

【
魔
の
火
曜
日
】

疫
の
疑
似
患
畜
が
確
認
さ
れ
、
翌
21
日
、

川
南
町
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
川

南
町
を
中
心
に
発
生
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

４
月
28
日
、
川
南
町
か
ら
約
50
キ
ロ
も

離
れ
た
え
び
の
で
、
ま
さ
か
の
、
口
蹄
疫

第
1
例
目
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
4
月
20
日
の
都
農
町
で
の
口

蹄
疫
発
生
後
、
翌
21
日
に
「
え
び
の
市
口

た
。

　

こ
の
後
も
5
月
11
日
（
火
）、13
日
（
木
）

と
3
例
目
、
4
例
目
の
市
内
で
の
口
蹄
疫

感
染
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
で
2
例
、
3
例
と
口
蹄
疫
が

発
生
し
、
こ
れ
以
上
口
蹄
疫
の
被
害
を
だ

さ
な
い
た
め
、
市
民
一
丸
と
な
っ
た
徹
底

し
た
防
疫
対
策
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
独
自
の
消
毒
ポ
イ
ン
ト
を
発

生
地
付
近
を
中
心
に
15
か
所
設
置
（
5
月

19
日
時
点
）。
消
毒
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
事

業
所
、
農
協
、
市
職
員
、
消
防
署
、
市
議

会
議
員
等
が
24
時
間
体
制
で
車
両
等
の
消

毒
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

5
月
15
日
か
ら
は
、
国
道
２
６
８
号
線

で
高
速
道
路
橋
下
に
も
消
毒
用
マ
ッ
ト
を

設
置
。
５
月
16
日
に
は
、
口
蹄
疫
発
生
地

付
近
を
中
心
に
農
薬
散
布
用
の
ラ
ジ
コ
ン

ヘ
リ
を
使
っ
た
消
毒
剤
の
空
中
散
布
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

徹
底
し
た
防
疫
対
策
の
結
果
、
６
月
４

日
、
え
び
の
市
で
は
、
口
蹄
疫
の
清
浄
化

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
、
口
蹄
疫
の
ま
ん
延
が
収
ま

ら
な
い
中
、
い
ち
早
く
え
び
の
市
で
勝
ち

取
っ
た
終
息
。
感
染
拡
大
を
早
期
に
抑
え

ら
れ
た
要
因
は
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
の

防
疫
対
策
、
口
蹄
疫
の
早
期
発
見
、
迅
速

な
殺
処
分
と
埋
設
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
早
か
っ
た
え
び
の
市
の
対
応
】

【
徹
底
し
た
防
疫
対
策
】

【
勝
ち
取
っ
た
終
息
】

口蹄疫殺処分後、埋設作業　※市民の皆さんに作業の実態を知っていただくことを目的として、殺処分の写真を掲載しています。
ご理解とご了承をお願いします。
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上：ヨウ素系の消毒液を使い、今も欠かさず消毒を行う前園さん

左：牛にエサをやりながら、健康観察を行う前園さん

結果的に 56 頭の命を救う事ができました
が、口蹄疫の脅威がなくなったわけではあ
りません。今回の口蹄疫で、いろんなこと
を学びました。今後は、この経験を生かし、
畜産経営に励んでいきたいです。

え
さ
を
あ
げ
な
が
ら
の
健
康
観
察
は
今
で

も
継
続
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

前
園
さ
ん
は
「
結
果
的
に
56
頭
の
命
を

救
う
事
が
で
き
た
が
、
口
蹄
疫
の
脅
威
が

な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
で
も
ほ
っ
と
す
る
時
間
が
な
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

口
蹄
疫
終
息
後
、
10
月
7
日
、
島
内
の

繁
殖
牛
農
家
前
園
竜
児
さ
ん
の
畜
舎
を
訪

ね
ま
し
た
。

　

前
園
さ
ん
の
畜
舎
は
、
口
蹄
疫
が
次
々

に
確
認
さ
れ
た
時
、
口
蹄
疫
の
感
染
が
間

近
に
迫
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

前
園
さ
ん
は
「
近
く
で
感
染
牛
が
出
た

時
に
は
、
自
分
の
家
畜
に
も
感
染
す
る
だ

ろ
う
と
覚
悟
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
と
に

か
く
や
れ
る
防
疫
対
策
は
な
い
か
を
考

え
、
あ
き
ら
め
ず
、
で
き
る
限
り
の
防
疫

対
策
を
と
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
防
疫
対
策
に
つ
い
て「
ま
ず
、

畜
舎
に
入
る
時
は
、
必
ず
消
毒
。
畜
舎
専

用
の
長
靴
や
着
替
え
も
用
意
し
ま
し
た
。

都
農
町
で
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
時
、
消
毒

薬
を
買
い
畜
舎
な
ど
の
消
毒
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
消
毒
液
で
は
、
牛
に
影
響
が

で
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
聞
に
酢
が
良
い

と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
酢
を
買
い
集
め
消

毒
を
行
い
ま
し
た
。
口
蹄
疫
の
感
染
が
近

く
ま
で
来
た
時
に
は
、
畜
舎
全
体
を
シ
ー

ト
で
囲
み
、
24
時
間
体
制
で
、
消
毒
、
牛

の
健
康
観
察
を
行
い
ま
し
た
。
寝
れ
な
い

日
々
が
続
き
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

今
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
前
園
さ
ん
は
「
え
び
の
市
、
県
全
体

で
口
蹄
疫
が
終
息
し
て
3
か
月
近
く
が
過

ぎ
ま
す
が
、
油
断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
の

で
防
疫
に
は
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

ま
す
」。
畜
舎
や
畜
舎
に
入
る
前
の
消
毒
、

口蹄疫の侵入の脅威
56頭の命を守った

●家畜、畜舎、えさ、農場および畜舎出入口の消毒を徹底してください。口蹄
　疫の早期発見を含め、できるだけ家畜の健康観察を行ってください。異常を
　確認した場合は直ちに獣医師・家畜保健衛生所へ連絡してください。
●畜舎に入る場合は、農場専用の作業着、長靴などを着用し、畜舎を出る場合
　は、衣服の着替え、手足の洗浄など行ってください。
●関係者以外が農場へ立ち入る際も専用の長靴・作業着を着用し、消毒を徹底
　してください。
●農場の出入りでする消毒については、車体の外側だけではなく運転席内や荷
　台についても消毒を徹底してください。

口蹄疫の再発を防ぐために

島内の繁殖牛農家　前園竜児さん

【特集】口蹄疫との１３０日間の戦い



11 月 27 日開催「がんばろう！えびの花火大会」 プレミアム付き商品券販売

8 月 28 日開催、口蹄疫復興イベント焼肉スタジアム
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口
蹄
疫
が
も
た
ら
し
た
被
害

は
、畜
産
業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

観
光
や
産
業
な
ど
に
影
響
を
お
よ

ぼ
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
口
蹄
疫
か
ら
の
復
興

に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

8
月
9
日
か
ら
市
内
の
消
費
拡

大
と
地
域
経
済
の
振
興
を
目
的
と

し
て
2
割
分
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付

い
た
商
品
券
の
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
1
セ
ッ
ト
１
万
円
の
商
品
券

１
万
５
千
セ
ッ
ト
が
９
月
16
日
に

は
完
売
し
ま
し
た
。

　

市
内
小
中
学
校
で
は
、
給
食
の

食
材
に
、
市
内
で
生
産
さ
れ
た
牛

肉
や
豚
肉
を
使
い
、
食
育
の
推
進

と
地
場
産
品
の
消
費
拡
大
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
「
元
気
！
え
び

の
っ
子
ふ
る
さ
と
給
食
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
（
8
月
27
日
、
31
日
）

　

8
月
28
日
に
は
、
市
内
で
生
産

さ
れ
る
肉
・
野
菜
等
の
食
の
安
全

性
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
、

農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、「
焼
肉
ス
タ
ジ
ア

ム
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
の

王
子
原
球
場
は
、
２
，
５
０
０
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

10
月
10
日
、
11
日
に
は
「
復
興

支
援
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
え

び
の
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
九
州
各
県
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
参
加
の
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
競
技
終
了
後
、

焼
肉
大
会
等
を
実
施
す
る
予
定
で

し
た
が
、
悪
天
候
の
た
め
実
施
で

き
ず
、
使
用
す
る
予
定
の
食
材
等

は
、
各
選
手
た
ち
が
宿
泊
し
て
い

る
旅
館
等
に
配
り
、
え
び
の
市
の

食
材
の
安
全
・
安
心
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　

10
月
15
日
か
ら
17
日
に
か
け
、

「
が
ん
ば
る
え
び
の
市
物
産
フ
ェ

ア
」が
大
阪
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

口
蹄
疫
の
風
評
被
害
を
払
拭
す
る

た
め
、え
び
の
市
産
の
食
の
安
全
・

安
心
を
Ｐ
Ｒ
し
た
ほ
か
、
物
産
販

売
振
興
・
物
産
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
口
蹄
疫
復
興
支
援

と
し
て
左
記
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。

復
興
へ
の
第
一
歩

氏　　名 住　　所 寄付金額

（医）永光会　栗野病院 鹿児島県湧水町 1,000,000 円

明石酒造株式会社 宮崎県えびの市 1,200,000 円

大正測量設計株式会社 宮崎市 300,000 円

（医）美芳会
  えびの眼科こだま小児科医院

宮崎県えびの市 1,000,000 円

えびの市小中学校職員一同 宮崎県えびの市 330,000 円

笹倉　康成 神奈川県横浜市 446,987 円

えびの電子工業株式会社 宮崎県えびの市 350,000 円

えびの市医師団一同 宮崎県えびの市 300,000 円

有限会社村田産業　村田椎茸本舗 宮崎県えびの市 500,000 円

坂口建設株式会社 宮崎県小林市 300,000 円

加治佐工業株式会社 宮崎県えびの市 500,000 円

新光ゴム工業株式会社 愛知県名古屋市 500,000 円

えびの市役所職員組合 宮崎県えびの市 520,000 円

西諸医師会 宮崎県小林市 666,000 円

小林地区建設業協会 宮崎県小林市 400,000 円

医療法人社団　公佑会 宮崎県えびの市 500,000 円

えびの市高齢者クラブ連合会 宮崎県えびの市 360,500 円

メテック北村株式会社 京都府京都市 1,000,000 円

全日本自治団体労働組合 ( 宮崎県本部 ) 宮崎県宮崎市 1,000,000 円

寄付者一覧（敬称略・日付順）

米大リーグラソーダ元監督と黒田投手からの応援メッセージ市口蹄疫義援金の配付

たくさんの千羽鶴や応援メッセージ

温
か
い
支
援
に
感
謝

で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
畜
産
農
家

に
配
分
し
ま
す
。
第
一
次
配
分
と

し
て
、
７
月
初
旬
に
各
畜
産
農
家

へ
１
５
，
０
０
０
円
の
義
援
金
を

配
分
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
口
蹄
疫
被
害
義
援
金
受
付

期
間
は
、
平
成
23
年
3
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
左
の
寄
付
者
の
一
覧
に
つ
い
て

は
、
市
口
蹄
疫
被
害
義
援
金
へ
の

寄
付
の
み
で
す
。紙
面
の
都
合
上
、

　

市
で
は
、
市
内
で
口
蹄
疫
に
よ

り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
畜
産
農
家

に
対
し
て
の
義
援
金
を
5
月
27
日

か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
9
月
30
日
現
在
で
、

総
額
２
１
，
４
７
９
，
２
６
７
円
、

５
６
１
件
の
義
援
金
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

多
く
の
心
温
ま
る
ご
支
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
え
び

の
市
口
蹄
疫
被
害
義
援
金
配
分
委

員
会
で
配
分
を
決
定
し
、
口
蹄
疫

寄
付
金
額
30
万
円
以
上
で
掲
載
を

了
承
し
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
宮
崎
県
口
蹄
疫
被
害
義
援

金
、
え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
寄

付
金
で
寄
付
を
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
掲
載
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
悪

し
か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

市
企
画
課
計
画
係

　

☎
35
‐
１
１
１
１　

　
（
内
線
３
２
１
）

●笑って笑って芸能まつり
　11 月 3 日（祝）、11 月 7 日（日）、
　11 月 27 日（土）、12 月 5 日（日）
●田の神さあの里産業文化祭

（顔晴れ！えびの復興まつり）
　11 月 20 日（土）～ 11 月 21 日（日）
●がんばろう！えびの花火大会
　11 月 27 日（土）
●復興支援京町温泉フェア
　平成 22 年 10 月～平成 23 年 3 月
●学校対抗 10 人 11 脚競争
　平成 23 年 1 月（予定）
●自治公民館対抗グランドゴルフ大会
　平成 23 年 1 月 16 日（中央大会）

復興に向けての取り組み

【特集】口蹄疫との１３０日間の戦い
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市
で
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
宝
く
じ
助
成
事
業
を
取

り
入
れ「
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
事
業
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
と

は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
、
全
国
自
治
宝
く
じ
普
及

広
報
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
助

成
で
、
宝
く
じ
の
受
託
収
入
を
財

源
と
し
て
、
人
と
人
と
が
行
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
し
、
そ

の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
を

行
う
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
次
の
催
し
を
行
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
、
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ

て
の
人
を
対
象
に
、
世
代
間
交
流

と
な
る
昔
の
遊
び
、読
み
聞
か
せ
、

親
子
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
親
子

お
や
つ
作
り
、
子
育
て
相
談
な
ど

を
実
施
し
、
交
流
・
共
生
の
促
進
、

人
材
育
成
を
図
る
た
め
子
ど
も
ふ

れ
あ
い
広
場
を
実
施
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
期
日
】　

11
月
20
日
（
土
）、
21

日
（
日
）　

【
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
3
時

【
会
場
お
よ
び
内
容
】

○
え
び
の
市
文
化
セ
ン
タ
ー

・
昔
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー

・
親
子
で
つ
く
る
お
や
つ
コ
ー

ナ
ー

・
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー

ナ
ー

○
文
化
セ
ン
タ
ー
日
本
間

・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

○
図
書
館
学
習
室　
　
　
　
　
　

・
子
育
て
相
談
コ
ー
ナ
ー

【
参
加
料
】
無
料

　

今
、
親
の
子
育
て
に
対
す
る
姿

勢
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

へ
の
理
解
、
接
し
方
等
、
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
人
生
を
生
き
る
た
め
の

方
法
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
そ

ん
な
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
の
講
演

会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
期
日
】
12
月
18
日
（
土
）

【
時
間
】 

午
前
９
時
30
分
～
午
前

11
時
30
分

【
会
場
】市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル【
講
師
】
福
田
純
子
氏
（
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
）

著
書
「
笑
顔
が
あ
れ
ば
」「
笑
顔

で
生
き
る
」「
笑
顔
は
地
球
語
」

な
ど

【
参
加
料
】
無
料

※
こ
の
2
つ
の
催
し
の
ほ
か
平
成

23
年
２
月
下
旬
ご
ろ
、
世
代
間
で

鑑
賞
す
る
「
人
形
劇
」
等
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

	　
　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
35
‐
２
２
６
８

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

子
ど
も
ふ
れ
あ
い
広
場

笑
顔

～
子
育
て
支
援
講
演
会
～

口蹄疫防疫対策本部

市での殺処分完了後埋設

畜舎での消毒の様子

知事と協議

高速高架下消毒ポイント

高速道路消毒ポイント

清浄性確認検査へ向かう獣医師

4.20　　都農町の肉用牛繁殖農家で、口蹄疫疑似患畜と確認

　　　　県口蹄疫防疫対策本部を設置

4.21　　川南町で口蹄疫の疑似患畜の確認（2 例目、3 例目）

　　　　えびの市口蹄疫防疫対策本部を設置

4.23　　市内畜産農家への消毒薬の配布（加久藤・真幸地区）

　　　　疑似患畜の確認（5 例目：川南町、6 例目：都農町）

4.24　　市内畜産農家への消毒薬の配布（飯野地区）

4.25　　殺処分対象の牛が、1,000 頭を超える（県内）

　　　　高岡町での消毒ポイント開始

　　　　市ＪＡ畜産センターでの消毒開始

4.28　　えびの市の肥育牛農家で口蹄疫発生確認（市 1 例目）

5.  3　　殺処分対象 9,015 頭（県内）

5.  4　　殺処分対象が 27,000 頭を超える（県内）

5.  5　　えびの市の養豚農家で口蹄疫発生確認（市 2 例目）

5.  8　　東国原知事来市

5.  9　　感染農場が 50 を超え、殺処分対象 64,354 頭（県内）

5.11　　えびの市の肥育牛農家で口蹄疫発生確認（市 3 例目）

5.13　　えびの市の繁殖牛農家で口蹄疫発生確認（市 4 例目）

　　　　高鍋町の県畜改良事業団からエース級種牛 6 頭を西都

　　　　市に緊急避難

5.14　　県口蹄疫被害義援金を募集開始

5.15　　国道 268 高速道路高架下消毒マットでの消毒開始

　　　　県家畜改良事業団で口蹄疫感染確認（県 101 例目）

5.16　　えびの市で消毒薬ラジコンヘリ空中散布

5.17　　政府対策本部発足（本部長：鳩山前内閣総理大臣）

5.18　　殺処分対象 114,000 頭を超える（県内）

　　　　知事が非常事態宣言（県内）

5.19　　政府対策本部でワクチン接種と全頭処分を決定

5.23　　殺処分対象 140,000 頭を超える（県内）

5.24　　えびの市で清浄性確認検査開始

5.27　　えびの市口蹄疫被害義援金を募集

5.30　　えびの市での清浄性確認検査結果、陰性確認（抗体検査）

6.  2　　口蹄疫被害義援金 8 億円を超える（県内）

6.  4　　えびの地域における移動制限区域等の解除

　　　　口蹄疫対策特別措置法施行（国）

6.  7　　国の疫学調査チームえびの市を訪問調査

6.  9　　都城市高崎町の肥育牛で感染確認

6.10　　日向市肥育牛で感染確認

　　　　宮崎市の養豚農家で感染確認

　　　　殺処分対象 191,000 頭を超える（県内）

6.13　　西都市の肥育牛に感染確認

6.24　　疑似患畜・患畜の全て 211,000 頭余処分・埋設終了

7.  1　　県非常事態宣言の一部解除

7.  4　　宮崎市の繁殖牛に感染確認（292 例目）

7.27　　県内における移動制限区域等の解除

8.27　　宮崎県の口蹄疫終息宣言

口蹄疫発生から終息まで

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
宝
く
じ
助
成

子
ど
も
ふ
れ
あ
い
事
業

子育て支援ボランティア講座

【特集】口蹄疫との１３０日間の戦い



ジオパークの魅力

検査結果（5 月 27 日現在）

※検査前日の天候（雨）により大腸菌群数が増えることがありま
す。
※環境基準（昭和 46 年環境庁告示 59 号）の類型指定は河川Ａ類
型 ( 川内川に流入する河川も含む )
※基準値以上の箇所については、何らかの罰則規定等があるわけ
ではありません。

広報えびの　1011　ebino　city　public　relations.　2010.10

　

霧
島
の
山
々
を
見
て
日
々
生
活

を
し
て
い
る
私
た
ち
。
私
た
ち
は

身
近
に
あ
る
そ
の
山
々
を
含
め
た

自
然
が
、
貴
重
な
地
質
で
あ
り
地

形
だ
と
い
う
こ
と
を
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
意
識
せ
ず
に
生
活
し
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
霧
島
山
を
中
心
と
し
た
一

帯
が
９
月
14
日
、
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
霧
島
が
昭
和
９
年
に
日
本
で

最
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
と
同
じ
く
ら
い
大
き
な
出
来

事
で
す
。

▼
霧
島
の
魅
力
を
発
信

　

霧
島
市
が
加
盟
す
る
霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
は
平
成

20
年
10
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
範
囲
は
、
国

立
公
園
霧
島
を
中
心
と
し
て
Ｊ
Ｒ

日
豊
線
・
肥
薩
線
・
吉
都
線
で
囲

ま
れ
た
区
域
と
加
久
藤
火
砕
流
で

で
き
た
滝
や
渓
谷
を
区
域
と
し
て

い
ま
す
。
協
議
会
は
こ
の
区
域
に

あ
る
鹿
児
島
県
の
霧
島
市
・
曽
於

市
、
宮
崎
県
の
都
城
市
、
小
林
市
、

え
び
の
市
、高
原
町
と
鹿
児
島
県
、

宮
崎
県
、
観
光
協
会
な
ど
県
境
を

越
え
た
各
種
関
係
団
体
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
昨
年
度
の
認
定
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
認
定
を

確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
１
年

間
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
へ

の
申
請
を
延
期
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
こ
の
間
に
認
定
に
向
け
て

ジ
オ
パ
ー
ク
を
案
内
す
る
ジ
オ
ガ

イ
ド
の
養
成
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
。
環
霧
島
会
議
で
は
小
中
学
生

向
け
の
副
読
本
、
霧
島
防
災
火
山

マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
今
年
４
月
に
認
定
申
請

書
を
提
出
、
５
月
に
公
開
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
８
月
の
現
地
調

査
を
経
て
今
回
の
認
定
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅

力
を
国
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も

に
、
世
界
中
の
人
々
を
迎
え
る
た

め
の
案
内
板
や
拠
点
施
設
の
充
実

と
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
前
進
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
新
た
な

関
連
商
品
や
観
光
ル
ー
ト
の
開
発

を
地
域
振
興
に
役
立
て
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
が
も
た
ら
す

教
育
や
地
域
経
済
発
展
へ
の
大
き

な
期
待
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
具
体
的
な
活
動
が
い
よ
い
よ
始

ま
り
ま
す
。

▼
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

協
議
会
に
は
ジ
オ
パ
ー
ク
を
案

内
す
る
ジ
オ
ガ
イ
ド
が
現
在
65
人

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
紅
葉
を

見
る
だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
ジ
オ

パ
ー
ク
の
こ
と
に
つ
い
て
遊
び
な

が
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
企
画
課
振
興
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
２
５
）

　ジオパークには日本ジオパーク委員会が認定する
「日本ジオパーク」があります。さらにユネスコ（国

連教育科学文化機関）から支援を受けている世界
ジオパークネットワークが認定する「世界ジオパー
ク」があります。
　ジオパークとは屋久島などの世界遺産が保全や
保護を重視するのに対して、貴重な地質や地形な
どの自然を観光や教育、地域振興などに積極的に
活用する取り組みも重視されています。霧島ジオ
パークは「自然の多様性とそれを育む火山活動」
をテーマとして「景観」「火山の博物館」「植生」「神
話・歴史」の四つの魅力があります。霧島山は加
久藤カルデラの南に位置しています。大小 20 あま
りの火山と火口湖があり、約 20 万年前から現在ま
での火山活動の影響でミヤマキリシマやノカイド
ウなど多様な植物が観察できます。周辺には関之
尾滝（都城市）や桐原の滝（曽於市）、須木の滝（小
林市）など約 34 万年前に噴出した加久藤火砕流の
堆積物でできた滝なども多くあります。霧島は火
山がつくり出した自然を見て満足し、学ぶことが
できる場所なのです。

霧島県境を越えて連携

日本ジオパークに認定

Japan Geo-park
守
ろ
う
貴
重
な
水
資
源

河
川
水
質
検
査
結
果
を
公
表

　

私
た
ち
が
共
有
す
る
貴
重
な
財

産
で
も
あ
る
河
川
。
市
で
は
、
河

川
の
環
境
保
全
の
た
め
に
水
質
検

査
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
査
場
所
は
、
市
内
の
７
か
所

で
す
。
分
析
で
は
、
５
項
目
（
ph

＝
水
素
イ
オ
ン
濃
度
、
DO
＝
溶
存

酸
素
量
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
＝
生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量
、SS
＝
浮
遊
物
質
量
、

大
腸
菌
群
数
）
の
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
で
、
河
川

の
生
活
排
水
処
理
対
策
を
行
い
河

川
の
汚
濁
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

各
家
庭
で
も
生
活
排
水
汚
濁
防

止
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
水
生

生
物
の
生
息
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

検
査
結
果
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
環
境
美
化
の
目
安
と
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
市
民
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
８
５
・
２
８
６
）

　　　
①
pH 

（
水
素
イ
オ
ン
濃
度)

　

水
の
酸
性
・
ア
ル
カ
リ
性
を
示
す

　

指
標
。
0
～
14
ま
で
の
う
ち
、
pH

　
７
が
中
性
、
7
～
0
が
酸
性
、
7

　

～
14
が
ア
ル
カ
リ
性

項目 ph DO BOD SS 大腸菌群数

単位 － mg/L mg/L mg/L MPL/100mL

環境基準 6.5 ～
8.5

7.5
以上 2 以上 25

以上 1,000 以下

下久保原橋 7.4 9.5 1.0 3.0 3,300

二十里橋 7.5 9.1 0.8 5.0 940

池島橋 7.5 9.0 0.8 3.0 1,100

長江川橋 7.3 9.1 0.6 3.0 3,300

関川橋 7.6 9.4 0.9 3.0 230

新岩次橋 7.4 9.0 0.8 3.0 3,300

山川橋 7.2 9.4 0.5
未満 13.0 700

　

②
DO
（
溶
存
酸
素
量
）

　

水
中
に
溶
存
す
る
酸
素
の
量

　
③
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要　

　

求
量
）　

　

一
定
時
間
、
外
部
か
ら
の
酸
素
供

　

給
を
遮
断
し
た
と
き
に
、
ど
の
位

　

、
水
中
の
酸
素
が
消
費
さ
れ
て
い

　

る
か
を
示
す
そ
の
量

　
④
SS
（
浮
遊
物
質
量
）　

　

水
中
に
浮
遊
し
て
い
る
物
質
の
量

　
⑤
大
腸
菌
群
数

　

大
腸
菌
お
よ
び
大
腸
菌
と
性
質
が

　

似
て
い
る
細
菌
の
数

用
語
の
説
明
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も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

食
の
祭
典
で
は
、
先
着

１
０
０
人
に
専
用
の
割
り
ば
し

を
配
り
、
米
粉
を
使
っ
た
10
種

類
の
料
理
の
中
か
ら
一
番
お
い

し
い
と
思
っ
た
料
理
に
割
り
ば

し
を
入
れ
投
票
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

一
番
、
人
気
の
あ
っ
た
料
理

は
、米
粉
で
作
っ
た
「
お
や
き
」

で
し
た
。
投
票
の
結
果
は
、「
え

び
の
市
の
目
玉
商
品
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
な
特
産
品
の
開
発
に

生
か
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

市
企
画
課
振
興
係

（
内
線
３
２
５
）

市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
、
10
月
3
日
、

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

家
族
づ
れ
な
ど
約
７
０
０
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
食
と
音

楽
な
ど
を
通
じ
て
国
際
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は「
世
界
の
ビ
ー
ル
展
」

や
「
世
界
の
料
理
コ
ー
ナ
ー
」

な
ど
国
際
色
豊
か
な
出
し
物
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
市
制
施
行
40
周
年
記

念
に
合
わ
せ
、「
食
の
祭
典
」

投票箱に割りばしを入れる参加者

白熱した試合を行う選手たち

市制 40周年 “食の祭典” 国際交流フェスティバル結核検診はお済みですか 未受診者対象の結核検診日程

　

①
～
④
に
該
当
す
る
方
で
受

診
票
が
届
い
た
場
合
は
、
市
健

康
保
険
課
・
市
民
健
康
係
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

①
職
場
で
受
診
さ
れ
た
方　

②
入
院
中
や
病
気
治
療
中
ま
た

は
歩
行
困
難
で
受
診
で
き
な
い

方③
最
近
3
か
月
以
内
に
病
院
で

受
診
さ
れ
た
方

④
肺
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
た

方⑤
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た

方■
お
問
い
合
わ
せ

市
健
康
保
険
課
市
民
健
康
係

（
内
線
２
７
５
）

今
年
度
結
核
検
診
を
ま
だ

受
診
し
て
い
な
い
方
を

対
象
に
、
左
表
の
日
程
で
結
核

検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

結
核
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
は
本
人
の
重
症
化
を
防
ぐ
た

め
だ
け
で
は
な
く
、
大
切
な
家

族
や
職
場
等
へ
の
感
染
の
拡
大

を
防
ぐ
た
め
に
も
重
要
で
す
。

　

対
象
の
方
は
必
ず
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　

65
歳
以
上
の
全
市
民
、
65
歳

未
満
の
受
診
対
象
者
に
は
、
受

診
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
下
記
の
①
～
⑤
に

該
当
す
る
方
は
受
診
し
な
く
て

も
結
構
で
す
。

結核検診日程表

期　　日 会　　場 時　　間

11 月 4 日（木）

下大河平公民館 午前 9 時 30 分～午前 10 時

飯野駅前地区体育館 午前 10 時 20 分～午前 11 時 30 分

上江地区体育館 午後 1 時 30 分～午後 2 時

飯野地区公民館 午後 2 時 20 分～午後 3 時 30 分

11 月 5 日（金）

真幸地区体育館 午前 9 時 30 分～午前 10 時 30 分

下島内公民館 午前 10 時 50 分～午前 11 時 30 分

東川北公民館 午後 1 時 30 分～午後 2 時 10 分

えびの市役所駐車場 午後 2 時 30 分～午後 3 時 30 分

さ
い
。
こ
の
よ
う
な
請
求
を
受

け
た
時
は
、
す
ぐ
に
払
わ
ず
、

総
合
通
信
局
、
お
近
く
の
警
察

署
、
ま
た
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
地
デ
ジ
詐
欺
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は

総
務
省
九
州
総
合
通
信
局
放

送
課
（
☎
０
９
６
‐
３
２
６
‐

８
７
７
２
）

■
お
問
い
合
わ
せ

市
企
画
課
情
報
係

（
内
線
４
５
１
）

現
在
の
テ
レ
ビ
放
送
（
地

上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
）
は
、

平
成
23
年
7
月
24
日
ま
で
に
終

了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

移
行
し
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
移
行
す
る
と
、
こ
れ
ま

で
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
ま
ま

で
は
テ
レ
ビ
放
送
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

総
務
省
宮
崎
県
テ
レ
ビ
受
信

者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ

宮
崎
）
で
は
、
地
デ
ジ
の
相
談

会
を
下
記
の
と
お
り
、
え
び
の

市
で
開
催
し
ま
す
。

　
「
地
デ
ジ
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
」「
地
デ
ジ
の
準
備
を
し

た
の
に
映
ら
な
い
、
ど
う
し
た

ら
い
い
」
と
言
っ
た
相
談
に
対

応
し
ま
す
。
お
気
軽
に
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
地
デ
ジ
詐
欺
に
ご
注
意
を
】

　

放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
便
乗

し
た
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
身
に
覚
え
の
な
い
工
事
や

代
金
請
求
に
は
、
ご
注
意
く
だ

ご利用ください。地デジ相談会 2011 年 7 月地デジ化完了復興を願ってアタック えびの市長旗争奪高校女子バレーボール大会開催

　

一
日
目
の
大
会
終
了
後
、
各

学
校
合
同
で
の
焼
肉
懇
親
会
を

真
幸
出
張
所
横
広
場
で
開
催
す

る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
悪

天
候
の
た
め
、
焼
肉
懇
親
会
は

開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
使
用
す
る
予
定
の

食
材
等
は
、
各
選
手
た
ち
が
宿

泊
し
て
い
る
旅
館
等
に
配
り
、

え
び
の
市
の
食
材
の
安
全
・
安

心
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　【
連
絡
先
】

市
観
光
商
工
課
観
光
係

（
内
線
３
３
２
）

口
蹄
疫
復
興
イ
ベ
ン
ト「
第

1
回
え
び
の
市
長
旗
争

奪
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」
が
10
月
11
日
、
12
日
の
2

日
間
、
市
市
民
体
育
館
と
飯
野

高
校
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
県
内
外
か
ら
18

チ
ー
ム
、
約
２
６
０
人
が
参

加
。
白
熱
し
た
試
合
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
を
す
る
こ
と
で
、市
内
観
光
・

商
業
等
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
今
年
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

会場 開催日 開催時間

えびの市役所本庁 11 月 15 日（月）
11 月 16 日（火） 午前 11 時～午後 3 時 30 分

飯野出張所 11 月 17 日（水） 午前 11 時～午後 3 時 30 分

真幸出張所 11 月 18 日（木） 午前 11 時～午後 3 時 30 分

田の神さあの里産業文化祭 11 月 20 日（土）
11 月 21 日（日） 午前 9 時～午後 4 時

地デジ説明会日程表

地デジを見るには、対応テレ
ビや専用チューナが必要です
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（サケの味噌煮）

vol.30

◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］

　

今
月
紹
介
す
る
の
は
、加
久
藤
保
育
園
の「
サ

ケ
の
味
噌
煮
」
で
す
。

　

サ
ケ
を
含
め
魚
に
は
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
カ
ル
シ
ウ

ム
な
ど
、
成
長
期
の
体
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

調
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
サ
ケ
を
カ
ラ
ッ
と
揚
げ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

魚
嫌
い
の
子
ど
も
が
増
え
て
き
て
い
ま
す

が
、
加
久
藤
保
育
園
の
園
児
は
、
魚
が
大
好
き

で
す
。
園
児
に
も
人
気
の
一
品
で
す
。

【紹介者】加久藤保育園

常森和子さん　福元典子さん　

11月7日（日）午前 10時～
（会場：白鳥温泉下湯・上湯、白鳥神社）

【イベント内容】
紅葉ウォークラリー
かぼちゃコンテスト、抽選会、物産展　など

広報えびの　1415　ebino　city　public　relations.　2010.10

レ シ ピ

　
　
　
　
　
　
え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

r e c i p e

【材料】
サケ・・・・・・・・・・・・・　35 ㌘
大根・・・・・・・・・・・・・　20 ㌘
ニンジン・・・・・・・・・・・・7 ㌘
サトイモ・・・・・・・・・・・　10 ㌘
だし汁・・・・・・・・・・・・　適量
キヌサヤ・・・・・・・・・・・・1 ㌘
塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
しょうが・・・・・・・・・・・・・少々
片栗粉・・・・・・・・・・・・　3 ㌘
油・・・・・・・・・・・・・・　適量
Ａ：みそ（5 ㌘）、砂糖（2 ㌘）、濃口しょ
うゆ（少々）

【作り方】
❶サケは、塩とおろしショウガをまぶ
し、しばらくたってから、片栗粉をつ
けて揚げる。
❷大根、ニンジン、サトイモは食べや
すい大きさに切る。
❸鍋にだし汁をとり、❷の野菜を入れ
煮る。柔らかくなったら、A の調味料を
入れ煮る。
❹❶を入れ、味をなじませる。
❺キヌサヤを細い千切りにして塩ゆで
し、最後に盛り付ける。

え
び
の
白
鳥
観
光
祭

写
真
／
２
０
０
8
年
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

えびの
四季彩色
Seasons　Color　of　Ebino

15　ebino　city　public　relations.　2010.10



人
広報えびの　16

vol.67◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば る 公 館民

サイズを計る松田さん

そばの播種作業の様子

　

今
西
地
区
は
、川
内
川
の
左
岸
、

吉
都
線
沿
い
の
5
分
区
・
73
戸
・

２
５
０
人
の
水
稲
と
和
牛
生
産
を

中
心
と
す
る
農
業
が
盛
ん
な
集
落

で
す
。

　

自
治
公
民
館
の
主
な
行
事
は
、

は
じ
め
に
、
こ
こ
数
年
定
着
し
て

い
る
大
人
と
子
ど
も
の
交
流
活
動

事
業
で
の
そ
ば
の
播は

し
ゅ種
で
す
。
こ

の
事
業
は
、
食
農
教
育
の
面
で
も

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
年
度
末
最
大
の
行
事
で
田

代
地
区
と
合
同
で
行
っ
て
い
る
打

打植祭と
　大太鼓踊りの里

（今西自治公民館）

植
祭
で
す
。
香
取
神
社
と
田
代
の

天
宮
神
社
を
往
復
す
る
途
中
と
両

神
社
で
の
行
事
で
、
前
日
の
準
備

か
ら
最
後
の
直
会
ま
で
2
日
が
か

り
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

３
つ
目
に
、
郷
土
芸
能
（
三
段

打
分
け
太
鼓
踊
り
）
で
す
。
会
員

数
は
約
40
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
中
断
し
て
い
た
踊
り
を
20
数

年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
、
今
年
で
10

年
目
で
す
。
会
員
の
今
後
も
存
続

さ
せ
て
行
く
と
い
う
強
い
意
志
の

元
、
練
習
に
打
ち
込
み
、
年
に
1

回
は
必
ず
踊
る
と
決
め
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
女
性
部
の
Ｅ
Ｍ
菌
石

け
ん
等
を
使
っ
た
環
境
美
化
活
動

で
す
。
家
の
内
外
の
環
境
浄
化
・

生
活
排
水
の
浄
化
を
目
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
区
行
事
の
中
で
子
ど

も
を
育
て
、老
若
男
女
隔
て
な
く
、

元
気
よ
く
活
動
す
る
今
西
地
区
で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　　

こ
れ
か
ら
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
紅
葉
を
見
る
だ
け
で
な

く
、
一
緒
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
こ

と
に
つ
い
て
遊
び
な
が
ら
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

●
霧
島
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ク

ラ
ブ

☎
０
９
８
４
（
22
）
７
３
３
０

●
霧
島
連
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ガ

イ
ド
ク
ラ
ブ

☎
０
９
９
５
（
57
）
１
５
８
８

●
霧
島
連
山
・
自
然
ふ
れ
あ
い

案
内
人

☎
０
９
９
５
（
57
）
２
５
０
５

●
関
之
尾
む
か
え
び
と

☎
０
９
８
６
（
37
）
３
４
０
５

※
新
燃
岳
が
活
動
中
で
す
。
火

山
情
報
を
確
認
し
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

●(

財)

自
然
公
園
財
団

☎
０
９
９
５
（
57
）
２
５
０
５

　

Ｊ
Ｒ
吉
都
線
利
用
促
進
協
議

会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
た
ツ

ア
ー
を
行
い
ま
す
。

　

車
窓
か
ら
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
た
霧
島
を
眺
め
、

都
城
に
行
き
、
都
城
の
歴
史
、

自
然
、
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

【
開
催
日
】

11
月
21
日
（
日
）
※
雨
天
決
行

【
対
象
者
】
当
日
Ｊ
Ｒ
吉
都
線

を
利
用
し
、
往
復
し
て
参
加
で

き
る
方

【
募
集
人
員
】
10
人

【
参
加
費
用
】
1
人
５
０
０
円

※
昼
食
代
を
含
み
ま
す
。
乗
車

駅
か
ら
都
城
駅
ま
で
の
往
復
運

賃
は
、
参
加
者
負
担
で
す
。

【
内
容
】
都
城
島
津
邸
・
関
之

尾
の
滝
・
人
形
の
館
な
ど
を
回

り
ま
す
。

【
申
込
受
付
】

11
月
10
日
（
水
）
午
前
9
時
か

ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
）

※
詳
し
い
内
容
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

市
企
画
課
計
画
係

☎
35
‐
１
１
１
１

内
線
３
２
１

■
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

霧
島
へ

■
自
然
・
歴
史
・
文
化
味
わ
い

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

今西
自治公民館長
山里義文さん
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ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊

え び の の ひ と

松田茂伸さん

　
「
仕
事
を
自
慢
す
る
の
で
は
な

く
、
お
客
さ
ん
の
た
め
に
、
お
客

さ
ん
か
ら
あ
な
た
の
服
が
一
番
だ

と
言
わ
れ
る
仕
事
を
し
な
く
て
は

い
け
な
い
」
と
話
す
の
は
、
松
田

茂
伸
さ
ん
（
現
在
東
京
都
在
住
）

で
す
。

　

松
田
さ
ん
は
え
び
の
市
原
田
出

身
で
、
今
年
４
月
、「
手
工
業
に

よ
る
注
文
洋
服
の
製
作
に
優
れ
、

素
材
特
性
を
活
か
し
た
裁
縫
技
能

を
確
立
。
高
品
位
製
品
の
経
年
変

化
を
防
ぐ
、
保
守
管
理
に
対
応
し

た
も
の
づ
く
り
を
目
標
に
、
洋
服

の
各
箇
所
に
創
意
と
工
夫
と
改
善

を
実
施
。
技
能
継
承
の
た
め
の
関

連
す
る
業
界
に
、
奉
仕
の
精
神
を

発
揮
し
た
」
と
し
て
黄
綬
褒
章
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

松
田
さ
ん
は
、「
日
本
は
技
術

大
国
だ
っ
た
の
に
、
今
は
、
良
い

も
の
を
知
ら
な
い
人
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
良
い
も
の
を
作
っ

て
多
く
の
人
に
良
い
も
の
を
知
っ

て
も
ら
い
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
「
若

い
人
に
培
っ
た
技
術
と
仕
事
の
や

り
が
い
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
こ

の
仕
事
は
手
を
使
う
仕
事
な
の

で
、
体
が
動
く
限
り
こ
の
仕
事
を

続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
将
来
え
び
の
に
帰
っ

て
き
ま
す
か
と
聞
く
と
「
え
び
の

に
は
、
九
州
に
来
る
時
は
必
ず
寄

り
ま
す
。
い
つ
で
も
帰
り
た
い
と

若い人に技術と仕事の
やりがいを伝えたい

思
っ
て
い
ま
す
。
え
び
の
に
住
み

な
が
ら
、
培
っ
た
技
術
と
や
り
が

い
を
え
び
の
か
ら
発
信
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
松
田
さ
ん
は
、
技
術
や

仕
事
の
や
り
が
い
を
伝
え
る
た

め
、
全
国
各
地
で
公
演
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

まつだ・しげのぶ／ 68 歳／東京都練馬
区在住／趣味は、若い人と勉強をする
こと

Shigenobu　Matudaそ
の
13
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太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
え
び
の

が
、
9
月
25
日
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
太
鼓
を
通
じ
て
交
流
と
融

和
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
7
月
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
口
蹄
疫

の
影
響
の
た
め
例
年
よ
り
遅
く
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

秋
の
夜
長
に
、
親
子
づ
れ
ら
約

６
０
０
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
遠
く
は
佐

世
保
市
か
ら
の
参
加
で
、
県
内
外
10
団

体
が
出
演
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
の
か

わ
い
い
演
奏
や
、
迫
力
あ
る
演
奏
が
行

わ
れ
る
と
会
場
か
ら
盛
大
な
拍
手
と
歓

声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

京町温泉駅敷地内の「駅サイティング市」

太鼓を披露する出演者

市長と談話をするき
・ ・

むさん（中央）

　

9
月
28
日
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

え
び
の
福
祉
作
業
所
が
10
年
の
節
目
を

迎
え
、
10
周
年
記
念
式
典
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
福
祉
作
業
所
は
、
知
的
障
害
者

が
働
く
喜
び
を
感
じ
、
互
い
に
助
け
合

う
こ
と
で
協
調
性
や
社
会
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
を
目
的
に
平
成

12
年
9
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

鬼
脇
千
代
子
所
長
は
「
作
業
所
の
人

数
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
障
害
者

の
就
労
は
厳
し
い
状
況
で
す
。
今
後
、

作
業
内
容
な
ど
の
充
実
を
計
っ
て
い

き
、
作
業
所
が
利
用
者
に
と
っ
て
、
い

こ
い
の
場
に
な
る
よ
う
確
立
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

10 周年を祝う、利用者の太鼓の演奏

秋
空
に
太
鼓
の
響
き

駅
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
市
開
催

　

9
月
18
日
、
え
び
の
駅
資
料
館
が
え

び
の
駅
舎
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

資
料
館
は
、
駅
の
活
性
化
、
街
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
運
営
は
、
加
久
藤
駅
友
の
会

の
会
員
と
中
島
地
区
が
中
心
と
な
り
ま

す
。

　

加
久
藤
駅
友
の
会
会
長
上
熊
須
康
さ

ん
は
「
加
久
藤
の
街
は
ま
だ
暗
い
感
じ

が
し
ま
す
。
え
び
の
駅
か
ら
加
久
藤
の

街
を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

資
料
館
に
は
、
映
画
「
美
し
い
夏
キ

リ
シ
マ
」
の
写
真
展
や
市
内
の
特
産
品

の
販
売
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

9
月
21
日
、
飯
野
地
区
の
藤
坂
で
交

通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
秋
の
交
通
安
全

運
動
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
呼

び
か
け
を
行
っ
た
の
は
、
交
通
安
全
協

会
、
小
林
地
区
建
設
業
協
会
女
性
部
な

ど
8
団
体
約
30
人
で
す
。

　

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
を

配
っ
て
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
平
成
20
年
6
月
29
日
か

ら
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
交
通
通
事
故
は
増
加
し

て
い
ま
す
。
交
通
安
全
の
再
認
識
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

9
月
25
日
・
26
日
の
2
日
間
、
永
山

運
動
公
園
で
、
第
8
回
全
国
タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
宮
崎
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
全
国
24
都
府
県
か

ら
約
１
４
０
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。
1
日
目
は
2
人
組
戦
、
2
日
目
は

個
人
戦
が
行
わ
れ
、
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
―

を
目
指
し
競
技
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

大
会
1
日
目
が
終
了
後
、
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
で
、
懇
親
会
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
千
葉
県
か
ら
参
加
の
仲
村
暢
純
さ

ん
は
「
大
会
役
員
や
市
の
も
て
な
し
が

と
て
も
す
ば
ら
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

ドライバーに交通安全を呼びかける参加者

えびの駅資料館オープンの瞬間

吸いこまれる、シャトルボール

交
通
安
全
の
呼
び
か
け

新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

２
日
間
の
熱
戦

　

9
月
25
日
、
京
町
温
泉
駅
敷
地
内
に

市
内
の
特
産
品
等
を
販
売
す
る
施
設

「
駅
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
市
」
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
県
の
事
業
で
県
内
7

つ
の
Ｊ
Ｒ
駅
舎
の
敷
地
内
に
店
舗
を
設

置
し
、
特
産
品
等
を
販
売
。
こ
れ
に
よ

り
、
県
産
品
・
観
光
需
要
を
促
し
、
口

蹄
疫
の
影
響
を
受
け
た
産
業
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

駅
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
市
店
長
廣
澤
真
次

さ
ん
は
「
京
町
温
泉
駅
か
ら
え
び
の
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
。
え
び

の
の
通
な
情
報
も
発
信
し
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

祝
福
祉
作
業
所
10
周
年

「
夢
の
本
」
寄
贈
に
感
謝
状

　

10
月
4
日
、「
夢
の
本
」
寄
贈
に
対

し
詩
人
の
き・

・む
さ
ん
に
村
岡
市
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

き・

・む
さ
ん
は
、
9
月
17
日
に
、
い
ろ

は
出
版
株
式
会
社
か
ら
出
版
さ
れ
た

「
夢
の
本
」
シ
リ
ー
ズ
「
中
学
生
の
夢
」

３
４
７
冊
、「
高
校
生
の
夢
」５
７
１
冊
、

「
先
生
の
夢
」
１
８
８
冊
を
市
内
小
学

校
５
・
６
年
生
と
全
中
学
生
、
全
教
職

員
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
対

し
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
本
を
読
ん
だ
児
童
は

「
自
分
の
夢
が
何
か
分
か
ら
な
か
っ
た

が
、
こ
の
本
で
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111

　口蹄疫の発生により延期され
ていた労働安全衛生法に基づく
各種免許試験が平成 23 年 1 月
29 日（土）、30 日（日）に実
施されます。
○試験日
平成 23 年 1 月 29 日（土）

【試験の種類】
①第一種衛生管理者、第二種衛
生管理者、クレーン・デリック
運転士　[ クレーン限定 ]、移
動式クレーン運転士
②潜水士、発破技師
③林業架線作業主任者

【お問い合わせ先】
①（社）宮崎労働基準協会
〒 880-0806 宮崎市広島 2-10-
20 坂下ビル 5 Ｆ
☎ 0985-25-1853
②建設業労働災害防止協会宮崎
県支部
〒 880-0805 宮 崎 市 橘 通 東

2-9-19 宮崎県建設会館 4 Ｆ
☎ 0985-20-8610
③林業・木材製造業労働災害防
止協会宮崎県支部
〒 880-0805 宮 崎 市 橘 通 東
1-11-1 宮崎県林業会館 3 Ｆ
☎ 0985-24-7930
○試験日
平成 23 年 1 月 30 日（日）

【試験の種類】
一級ボイラー技師、二級ボイ
ラー技師、ボイラー整備士

【お問い合わせ先】
（社）宮崎労働基準協会
〒 880-0806 宮崎市広島 2-10-
20 坂下ビル 5 Ｆ
☎ 0985-25-1853

【受検申請書の受付期間】
平 成 22 年 11 月 22 日（ 月 ）
～ 12 月 6 日（月）（土・日曜、
祝日を除く）
　市観光商工課企業誘致・商工
振興室
内線 333

　（社）宮崎県シルバー人材セ

いたずら 119 番通報は犯罪です

9 月の活動状況 火災 0 件 年計 5 件
［えびの消防署管内］ 救急 61 件 年計 510 件

　近年、全国的に消防署へのいたずら 119 番が急増して
います。いたずら電話があれば、重要な通報がつながり
ません。もしもの時、他の場所で火災や救急が発生したら、
消防車・救急車の到着が非常に遅れてしまいます。
　「火災発生・救急出動のいたずら電話をした者」は、社
会的に多大な迷惑をかけることから、罰金または拘留の
罰則が設けてあります。
　いたずら電話は、このような罰則だけではなく、被害
拡大、時には、人命にも係わりますので絶対にしない（さ
せない）ようにしてください。
　また、病院を探してほしい時などは、119 番ではなく
えびの消防署の一般電話に連絡してください。
えびの消防署　☎ 33‐6119

9 月の交通事故 人身 14 件 年計 91 件
　発生状況 物件 21 件 年計 224 件

　県内の交通事故の発生状況は、9 月末現在死者数が 37
人（昨年比－ 13 人）と減少していますが、その内の 23
人（62％）が 65 歳以上の高齢者です。
　これから年末に向け、夕暮れ時の「早めの点灯」・「ピ
カピカ」運動が実施されることとなり
　運動の重点として
　　○ライトの早めの点灯、こまめな切り替えの励行
　　○反射材用品の活用と明るい色の服装の着用の徹底
が設定されています。
　特に夜間の歩行者（特に高齢者）の交通事故防止に努
めましょう。

夕暮れ時の早めの点灯・ピカピカ運動

ンター連合会では、高齢者の雇
用就業につなげることを目的と
した地域事業として、下記のと
おりビジネスパソコン講習の受
講生を募集します。

【受講料】無料
【対象】県内在住の求職者で、
おおむね 60 歳代前半層の方

【募集人員】20 人（申込多数の
場合は抽選となります）

【会場】市文化センター
【講習期間】平成 22 年 12 月 8
日（水）～ 12 月 21 日（火）

【申込締切】平成 22 年 11 月
26 日（金）必着

【申込方法】えびの市シルバー
人材センター、市長寿介護課
に用意してある受講申込書に
必要事項を記入の上、宮崎県
シルバー人材センター連合会

（〒 880 － 0867 宮崎市瀬頭 2
‐6‐14、 Ｆ Ａ Ｘ 0985‐31‐
3776）にＦＡＸまたは郵送で
お送りください。
　（社）宮崎県シルバー人材セ
ンター連合会
☎ 0985‐31‐3775　

２階大研修室
【対象者】えびの市内の雇主（源
泉徴収義務者）
　市税務課市民税係
内線 213

　宮崎県内で作成される平成
23 年分の名簿に登録される裁
判員候補者の人数は 2,500 人
です。えびの市では 51 人が裁
判員候補者として名簿に登録さ
れます。
　宮崎地方裁判所では、平成
23 年の裁判員候補者名簿に登
録された方に今年の 11 月中旬
に名簿に登録されたことの通知

（名簿記載通知）を送付します。
　この段階では、まだ具体的な
事件の裁判員候補者に選ばれた
わけではありませんので、すぐ
に裁判所に行く必要はありませ
ん。
　また、裁判員候補者名簿に登
録された方には、名簿記載通知
のほか、調査票を送付し①裁判
員になることができない職業に
就いているか、② 1 年を通じ
ての辞退希望の有無・理由、③
月の大半にわたって裁判員とな
ることが困難な特定の月におけ
る辞退希望の有無・理由をお尋
ねします。記入、返送にご協力
ください。
※裁判員候補者名簿は、選挙管
理委員会が選挙人名簿からくじ
で無作為に抽出した名簿を基に
全国の地方裁判所で作成されま
す。　
裁判員制度の詳細については、
裁 判 員 制 度 ウ ェ ブ サ イ ト　
http：//www.saibanin.courts.
go.jp/　で紹介していますの
で、ぜひご利用ください。　
　市選挙管理委員会
内線 421

　県の労働委員会では、無料で
労働組合と使用者、労働者個人
と使用者とのトラブル解決相談
を行っています。相談は来訪の
ほか、電話、メール、ファック
スでできます。

【相談日】月曜日～金曜日（土日、
祝日、年末年始は休み）

【受付時間】午前 8 時 30 分～
午後 5 時 15 分
　宮崎市橘通東 1 丁目 9 番 10
号（県庁 3 号館 6 階）
県労働委員会　
☎ 0985-26-7262
ＦＡＸ 0985-20-2715
Ｅメールrohdohi@pref.miyazaki.
lg.jp

　11 月は「児童虐待防止推進
月間」です。
　これは、児童虐待問題に対す
る家庭や学校、地域など、社会
全般の関心と理解を深めるため
に定められたものです。今年の
標語は、「見すごすな幼い子ど
ものＳＯＳ」です。
　宮崎県の昨年度の児童虐待通
告件数は過去最多の 365 件を
記録し、また、虐待により幼い
子どもが死亡してしまうとい
う、痛ましい事件が 2 件も発
生しました。
　次のような事項は、子どもに

対して虐待が行われている可能
性があります。あなたの周り
に「虐待を受けたと思われる子
ども」がいましたら、すぐに都
城児童相談所（☎ 0986‐22‐
4294）や市役所に連絡（通告）
してください。通告は子どもを
守るためのものです。
○叩く音や叫び声が聞こえる
○不自然な傷が多い
○衣服や身体がいつも極端に汚
れている
○小さな子どもを置いて、頻繁
に外出している　など
　今、目の前で行われている暴
力を止める場合は 110 番へ
　重篤な身体への傷害、命が危
ぶまれる場合は 119 番に通報
してください。
　連絡いただいた方の秘密は厳
守します。
　児童相談所全国共通ダイヤ
ル 番 号 が で き ま し た。 な お、
PHS・IP 電話はつながりません
のでご注意ください。☎ 0570
‐064‐000（都城児童相談所
につながります）
子どもたちは私たちの宝です。
家庭や学校、地域で子どもたち
を守りましょう。
　市福祉事務所子育て支援係
内線 267

　小林税務署と市は、年末調整
等の説明会を開催します。自ら
の事業に従事させるため、労働
者を雇い入れ、賃金等を支払う
雇主（源泉徴収義務書）または
その雇主に代わって事務を行う
担当者はぜひご出席ください。

【期日】平成 22 年 11 月 12 日
（金）
【 時 間 】 午 後 2 時 ～ 午 後 3 時
50 分

【会場】えびの市文化センター

・お知らせ・

見すごさないで。児童虐待

ご利用ください。労働相談

・募　　集・

問

ご利用ください。年末調整説明
会

労働安全衛生法に基づく各種試
験のご案内

問

雇用就業にご活用ください

候補者名簿記載通知が発送され
ます

広報えびの　2021　ebino　city　public　relations.　2010.10

問

問

問

問



掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

画 だ男 よ女 り共 同 参

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

　皆さんは、日ごろから体を動かしています

か？市の健康に関する計画「元気に笑って健康

えびの」には、「気軽に体を動かせる」という

運動の目標があります。この目標は、「体を動

かす時間がない」という住民アンケートの結果

から設定したものです。そのような方のために、

時間もお金も特別な場所も必要としない日常生

活の中で行える『ながら運動』を紹介します。

１．持久力を鍛えて疲れにくい体をつくる。

　歩くという動作はエネルギーを消費し、心肺

機能を高めて疲れにくい体をつくります。例え

ば、買い物や通勤時に歩いたり、家での掃除な

ど、5 ～ 10 分以上続けて動くことは持久力も

鍛えます。ポイントは、「いつもより素早く動

くこと」を心がけてみてください。

２．筋肉を刺激して太りにくい体質をつくる。

　筋肉に負荷を与えることで筋肉の質を高め、

気に笑
って

健康
え び の

代謝を良くし「太りにくい体」を作ります。例

えば、掃除や洗濯物干しをする時などにひざの

曲げ伸ばしをする屈伸運動やつま先立ちも効果

的です。ポイントは、「少し力を入れて、ゆっ

くり行うこと」を心がけてみてください。

３．ストレッチで新陳代謝を高める。

　筋肉を伸ばすストレッチは血行をよくし、新

陳代謝を高めて丈夫な体をつくります。家事や

仕事の合間に首を回したり背伸びをしたり、ア

キレス腱を伸ばしたりなど、ポイントは「少し

大きく伸ばすこと」を心がけてみてください。

　この『ながら運動』は、家事や仕事中の動作

の一つひとつを意識することが大切です。多く

の方がすぐに始めることができます。自分の生

活に無理なく取り入れられるものから始めると

長続きしやすいと思います。1 日の中で何回か

に分けて気長に行いましょう。

『　かんたん家事の知恵袋』

　「家事」は、毎日続けないといけないもの。
　でも、いつも同じことの繰り返しでイラ
イラすることはありませんか。
　そんな時は「こうするのが当たり前」と
思っていた家事を見直してみるといいかも
しれません。この本では、洗濯や掃除の知
恵や住まいと暮らしのメンテナンスなど、
家事を楽しくするヒントが紹介されていま
す。テクニックや裏技だけじゃない自分に
とっての「快適な家事」をみつけましょう。

　
　
　
想
ひ
出
の
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つ
め
た
る
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こ
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京
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万
物
の
命
の
源
の
海
も
母
な
ら
ば
夕
茜
の
中
に
思
い
出
を
遥
か
に
辿た
ど

れ
ば
究
極
の

も
の
と
し
て
母
の
面
影
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
永
遠
に
褪あ

せ
る
こ
と
の
な
い
母
へ
の
思

い
で
あ
り
、「
な
が
く
夕
茜
せ
り
」
に
通
ず
る
。

　

自
分
自
身
の
誕
生
日
は
、
自
分
を
世
に
生
み
出
し
て
く
れ
た
母
へ
の
感
謝
の
愛
の

讃さ
ん
か歌
を
捧
げ
た
い
と
思
う
。
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暫
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白
鳥
区
　
松
山
夢
真

　

日
本
中
の
神
々
が
出
雲
大
社
へ
参
集
さ
れ
る
十
月
は
神
様
が
不
在
の
た
め
、
願
掛

け
は
差
し
控
え
十
一
月
一
日
の
神
様
の
帰
着
を
待
つ
の
が
通
常
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
秋
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岡
松
区　

田
中
孝
江

コ
ー
ヒ
ー
色
に
な
っ
て

緑
の
芝
に
散
り
し
て
い
る
桜
落
葉

朝
露
に
濡
れ
て　

し
ず
か
に

役
目
を
終
え
た
安
堵
の
姿
を
見
せ
て
い
る

裸
に
な
っ
た
枝
先
は

鉛
筆
の
芯
の
よ
う
に
細
く

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
天
空
に
書
い
て
い
る

青
い
空　

高
い
空　

果
て
し
な
く
広
い
空

あ
る
枝
は

ち
ぎ
っ
た
綿
の
よ
う
な
雲
を
画
い
て

こ
の
雲
に
乗
っ
て
た
び
を
し
た
い
と
思
う

落
葉
は

朝
か
ら
す
だ
く
虫
の
音
に

す
こ
し　

こ
こ
ろ　

を　

は
ず
ま
せ
て
い
る

　10 月に入り、朝晩が冷え込んできました。季節の変わり
目です。市民の皆さま、体調管理には十分気をつけてくだ
さい。
　今月号より「ニュース＆トピックス」のレイアウトが変
わりました。市民の皆さんにとって読みやすくわかりやす
い広報になるようがんばっていきたいと思いますのでよろ
しくお願いいたします。
　

短
　

歌
俳
　

句

詩

講談社発行

（
自
註
）

（
自じ

ち
ゅ
う註
）
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今月の
納税

■高妻保健師（健康保険課）ながら運動で体を動かそう

男女がお互いを「思いやる事」

市県民税　　　　　　　　　第 3期
国民健康保険税　　　　　　第 4期
11 月 1 日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／ 10,056 人（－ 12 人）
　女性／ 11,420 人（－ 2 人）
　合計／ 21,476 人（－ 14 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,190 世帯（＋ 6 世帯）

（平成 22 年 10 月１日現在）

転入／ 45 人
転出／ 46 人
出生／ 8 人
死亡／ 21 人

を『思いやる事』だと思います。一番身近な所から自
分なりの男女共同参画運動をはじめる事がとても大事
な事ではないでしょうか？
女性に対する暴力をなくす運動
　平成 22 年 11 月 12 日（金）から 11 月 25 日（木）は、
女性に対する暴力をなくす運動週間です。
　配偶者・恋人等からの暴力、性犯罪、売買春、セク
シュアル・ハラスメント、ストーカー行為、人身取引
等、女性に対する暴力は、女性の人権を侵害するもの
であり、決して許される行為ではありません。
　「自分さえ我慢すればいい」「相手の行為は愛情表現
だ」「相談するほどじゃない」「相談したことがばれる
のが怖い」大丈夫です！ひとりで悩まないで！早めの
相談が問題解決への第一歩です。
えびの市女性相談所
☎ 35-0152 毎週火・水曜日（12：30 ～ 15：30）

　自分の家族構成は妻と子ども１人の現在 3 人家族
です。ある時、妻に『おまえは楽でよかね～』と言っ
た事がありました。その時、妻に『私も私で大変、あ
なた私の仕事はした事がないでしょう』と切り替えさ
れました。
　自分の事だけしか考えていないから出た言葉だと猛
省した覚えがあります。それからは出来る限り、家事、
子育て等、できる事は手伝うようにしています。
　結局のところ、男女共同参画社会とは男女がお互い

　えびの青年会議所理事長の松下大
祐です。えびの市青年会議所の代表
として今年から男女共同参画フォー
ラム実行委員会に参加しています。
恥ずかしながら実行委員会に参加す
るまでは、このような会がある事す
ら知りませんでした。

松下大祐さん
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岡
松
神
社
は
、明
治
五
年
村
社（
旧

社
格
の
一
つ
で
郷
社
の
下
で
無
格
社

の
上
、
祈
年
祭
、
新に

い
な
め嘗

祭
、
例
祭
な

ど
に
村
か
ら
奉
幣
し
た
）に
列
格
し
、

明
治
四
十
年
、
天
御
中
主
神
社
（
無

格
社
）
を
合ご

う
し祀

し
て
い
ま
す
。

　

岡
松
神
社
の
祭
神
の
猿
田
彦
命

は
、
天
孫
の
神
々
が
降
臨
を
す
る
際

の
道
案
内
の
役
目
を
果
た
し
た
と
言

わ
れ
る
天て

ん
ぐ狗

面
の
神
様
で
す
。

　

岡
松
神
社
は
、
え
び
の
市
大
字
岡

松
字
岡
松
に
あ
り
ま
す
。

　

由
緒
沿
革
は
、
宮
崎
県
神
社
誌
に

よ
る
と
、
真
幸
院
司
北
原
久
兼
が
明

応
元
年
（
一
四
九
二
年
）
十
一
月

二
十
三
日
、
吉
田
郷
岡
松
村
に
猿
田

彦
命
を
祀ま

つ

る
大
明
神
を
創
設
し
た
の

が
岡
松
神
社
の
始
ま
り
だ
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
年
）
五

月
、
真
幸
院
司
北
原
久
兼
の
再
建
に

始
ま
り
、寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
年
）

三
月
、島
津
家
久
の
再
建
。
そ
の
後
、

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
年
）
四
月
の

島
津
文
興
の
再
建
ま
で
の
間
、
歴
代

の
島
津
に
よ
り
数
回
に
渡
り
再
建
が

繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
松
神
社
は
、
厚
く
尊
崇
さ
れ
た

社
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
十
年
六
月
、
西
南
の
役
で
岡

松
神
社
は
全
焼
し
ま
し
た
が
、
明
治

十
七
年
、
岡
松
氏
子
の
協
力
に
よ
り

再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
43
年
2
月
21
日
の
え
び
の
地

震
で
岡
松
神
社
は
倒
壊
し
ま
し
た

が
、
同
じ
く
倒
壊
し
た
小
学
校
の
校

舎
の
木
材
等
で
補
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
地
震
で
補
修
さ
れ
た
ま
ま

の
岡
松
神
社
は
、
改
修
が
不
可
能
で

し
た
。
昭
和
六
十
三
年
八
月
、
南
岡

松
地
区
が
「
ふ
る
さ
と
活
性
化
対
策

事
業
地
区
」
に
指
定
さ
れ
た
の
と
合

わ
せ
て
、
岡
松
神
社
の
改
築
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

改
築
工
事
は
、
平
成
元
年
二
月
に

始
ま
り
、
平
成
元
年
四
月
に
完
成
し

幾度の改修・改築を重ねてきた岡松神社

（
文
／
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。


